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令和 ６年 ５月 ７日（火） 

 

人（仲間）を大切に，「聴く」を大切に 

１学期が始まってから１ヶ月が経ちました。これまでのみなさんの生活をみていると，落ち着

いて学習をしていたり，提出物を出し切ったり，声のかけ方を意識したり，レベル５のあいさつ

を実行したりと，多くの成長や良いところがみられます。１年生のみなさんもあっという間に中

学校生活に馴染み，中学生として立派に学校生活が送れるようになってきたと思います。そして

それらは，３年生，２年生のみなさんが普段から「AABC」を意識し，当たり前に実行してい

ることが八次中学校の伝統になってきているからだと思います。まさに「背中で語る」ですね。

これから始まる体育祭に向けての取組が本当に楽しみです。 

さて，みなさんはこれまでに，話し合いの中などで相手の態度や反応をきつく感じたことか

ら，その時の感情で相手をさげすむ言葉を使い，さらにはケンカに発展するという経験をしたこ

とはありませんか。これから梅雨に入り，ジメジメしたり急に暑くなったりして集中力が切れや

すく感じる時期になってきます。学校生活の中で，今までだと受け流せたことでもイライラして

相手にきつく当たってしまうような場面があるかもしれません。だからこそ，普段以上にしっか

りと相手の気持ちを考え，自分が話す言葉，行動に責任をもち，相手の話をしっかり「聴く」と

いうことを大切にしていってほしいと思います。 

「聴く」とは，「耳」＋「目」と「心」で相手の話を聞くことです。知っている人もいるかも

しれませんね。これから，体育祭の練習などが本格的に始まります。暑い中，みんなで明るくさ

わやかに頑張れるよう相手の話をしっかり「聴く」を意識して， 

思い出に残る最高の体育祭になることを期待しています。あわ 

せて，校長先生がいつもおっしゃっている「自分がされて嫌な 

ことは人にはしない」も徹底していきましょう。 

 

～ ４月の振り返り ～ 

○ 自分と仲間の良いところ（できるようになったこと）を一つずつ書いてみよう！ 

【自分】 

 

【仲間】 

 


